
JP 2012-169784 A5 2014.3.27

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成26年3月27日(2014.3.27)

【公開番号】特開2012-169784(P2012-169784A)
【公開日】平成24年9月6日(2012.9.6)
【年通号数】公開・登録公報2012-035
【出願番号】特願2011-27845(P2011-27845)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   7/01     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ  19/00     (2014.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/14     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/66     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   7/01    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   7/13    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/14    　　　Ｂ
   Ｈ０４Ｎ   5/66    　　　Ｚ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５５０Ｈ
   Ｇ０９Ｇ   5/36    ５２０Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成26年2月5日(2014.2.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の目的を達成するために、例えば、本発明の画像処理装置は以下の構成を備える
。即ち、各画像フレームを取得する取得手段と、
　前記取得手段が取得した画像フレームから低周波画像フレームを生成する第１の生成手
段と、
　前記取得手段が取得した第１の画像フレームから前記第１の生成手段が生成した第１の
低周波画像フレームを圧縮することで得られる第１の圧縮済み低周波画像フレームを復号
して得られる第１の復号済み低周波画像フレームと、前記第１の画像フレームの次に前記
取得手段が取得した第２の画像フレームから前記第１の生成手段が生成した第２の低周波
画像フレームと、前記第２の低周波画像フレームを圧縮することで得られる第２の圧縮済
み低周波画像フレームを復号して得られる第２の復号済み低周波画像フレーム及び前記第
２の低周波画像フレームの差分画像フレームと、を用いて低周波サブフレームを生成する
第２の生成手段と、
　前記第２の生成手段により生成された低周波サブフレームを、前記第２の画像フレーム
に対する複数のサブフレームのうちの１つとして出力する出力手段と
　を備えることを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１８】
　圧縮符号化部１０１は、低周波数成分画像Ｌ［ｉ］に対して非可逆圧縮処理を行い、圧
縮画像ｉを生成する。以下では圧縮画像ｉをＣ［ｉ］と表記する。そして圧縮符号化部１
０１は生成した圧縮画像Ｃ［ｉ］をメモリ部１０２に格納する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　一方、復号化予測部１０４は、低周波数成分画像Ｌ［ｉ］に対して非可逆圧縮処理を行
うことで圧縮画像Ｃ［ｉ］を生成し、生成した圧縮画像Ｃ［ｉ］を復号することで、復号
画像Ｌ’［ｉ］を生成する。この非可逆圧縮処理、復号処理はそれぞれ、圧縮符号化部１
０１、復号化部１０３が行う処理とほぼ同じものである。そして復号化予測部１０４は、
生成した復号画像Ｌ’［ｉ］を圧縮誤差量算出部１０５に対して送出する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　ステップＳ３では復号化予測部１０４は、低周波数成分画像Ｌ［ｉ］に対して非可逆圧
縮処理を行うことで圧縮画像Ｃ［ｉ］を生成し、生成した圧縮画像Ｃ［ｉ］を復号するこ
とで、復号画像Ｌ’［ｉ］を生成する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　ステップＳ５では圧縮符号化部１０１は、低周波数成分画像Ｌ［ｉ］に対して非可逆圧
縮処理を行い、圧縮画像Ｃ［ｉ］を生成する。ステップＳ６では圧縮符号化部１０１は、
この生成した圧縮画像Ｃ［ｉ］をメモリ部１０２に格納する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各画像フレームを取得する取得手段と、
　前記取得手段が取得した画像フレームから低周波画像フレームを生成する第１の生成手
段と、
　前記取得手段が取得した第１の画像フレームから前記第１の生成手段が生成した第１の
低周波画像フレームを圧縮することで得られる第１の圧縮済み低周波画像フレームを復号
して得られる第１の復号済み低周波画像フレームと、前記第１の画像フレームの次に前記
取得手段が取得した第２の画像フレームから前記第１の生成手段が生成した第２の低周波
画像フレームと、前記第２の低周波画像フレームを圧縮することで得られる第２の圧縮済
み低周波画像フレームを復号して得られる第２の復号済み低周波画像フレーム及び前記第



(3) JP 2012-169784 A5 2014.3.27

２の低周波画像フレームの差分画像フレームと、を用いて低周波サブフレームを生成する
第２の生成手段と、
　前記第２の生成手段により生成された低周波サブフレームを、前記第２の画像フレーム
に対する複数のサブフレームのうちの１つとして出力する出力手段と
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記第２の生成手段は、前記第１の復号済み低周波画像フレームに第１の係数を乗算し
た画像フレームと、前記第２の低周波画像フレームに第２の係数を乗算した画像フレーム
と、前記差分画像フレームに対して第３の係数を乗算した画像フレームと、を合成した画
像フレームを、前記低周波サブフレームとして生成することを特徴とする請求項１に記載
の画像処理装置。
【請求項３】
　更に、
　前記第１の生成手段が生成した低周波画像フレームを圧縮することで得られる圧縮済み
低周波画像フレームを格納するためのメモリを備え、
　前記第２の生成手段は、前記第１の圧縮済み低周波画像フレームを前記メモリから読み
出して復号し、該復号により得られる前記第１の復号済み低周波画像フレームと、前記第
２の低周波画像フレームと、前記差分画像フレームと、を用いて前記低周波サブフレーム
を生成することを特徴とする請求項１又は２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記第２の生成手段は更に、前記差分画像フレームを用いて、前記第２の画像フレーム
の高周波成分が強調された高周波サブフレームを生成し、
　前記出力手段は、前記低周波サブフレームと、前記高周波サブフレームと、を切り替え
て出力することを特徴とする請求項１乃至３の何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記第２の生成手段は、前記第２の画像フレームと、前記第２の低周波画像フレームと
、前記差分画像フレームと、を用いて前記高周波サブフレームを生成することを特徴とす
る請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記第２の生成手段は更に、前記第２の画像フレームの高周波成分が強調された第２の
高周波画像フレームを生成し、該第２の高周波画像フレームと、前記差分画像フレームを
構成する各画素の画素値に対してｒ（０＜ｒ＜１）を乗じた画素値を有する画像フレーム
と、を用いて前記高周波サブフレームを生成し、前記差分画像フレームを構成する各画素
の画素値に対して（１－ｒ）を乗じた画素値を有する画像フレームと、前記第１の復号済
み低周波画像フレームと、前記第２の低周波画像フレームと、を用いて前記低周波サブフ
レームを生成することを特徴とする請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　更に、
　前記低周波サブフレームの画素値が許容範囲を超えているか否かを判断する判断手段と
、
　前記判断手段が、前記低周波サブフレームの画素値が前記許容範囲を超えていると判断
した場合には、該画素値が該許容範囲内に収まるように該画素値を補正する補正手段と
　を備えることを特徴とする請求項１乃至６の何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　各画像フレームを取得する取得工程と、
　前記取得工程で取得した画像フレームから低周波画像フレームを生成する第１の生成工
程と、
　前記取得工程で取得した第１の画像フレームから前記第１の生成工程で生成した第１の
低周波画像フレームを圧縮することで得られる第１の圧縮済み低周波画像フレームを復号
して得られる第１の復号済み低周波画像フレームと、前記第１の画像フレームの次に前記
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取得工程で取得した第２の画像フレームから前記第１の生成工程で生成した第２の低周波
画像フレームと、前記第２の低周波画像フレームを圧縮することで得られる第２の圧縮済
み低周波画像フレームを復号して得られる第２の復号済み低周波画像フレーム及び前記第
２の低周波画像フレームの差分画像フレームと、を用いて低周波サブフレームを生成する
第２の生成工程と、
　前記第２の生成工程で生成された低周波サブフレームを、前記第２の画像フレームに対
する複数のサブフレームのうちの１つとして出力する出力工程と
　を備えることを特徴とする画像処理方法。
【請求項９】
　前記第２の生成工程では、前記第１の復号済み低周波画像フレームに第１の係数を乗算
した画像フレームと、前記第２の低周波画像フレームに第２の係数を乗算した画像フレー
ムと、前記差分画像フレームに対して第３の係数を乗算した画像フレームと、を合成した
画像フレームを、前記低周波サブフレームとして生成することを特徴とする請求項８に記
載の画像処理方法。
【請求項１０】
　更に、
　前記第１の生成工程で生成した低周波画像フレームを圧縮することで得られる圧縮済み
低周波画像フレームをメモリに格納する工程を備え、
　前記第２の生成工程では、前記第１の圧縮済み低周波画像フレームを前記メモリから読
み出して復号し、該復号により得られる前記第１の復号済み低周波画像フレームと、前記
第２の低周波画像フレームと、前記差分画像フレームと、を用いて前記低周波サブフレー
ムを生成することを特徴とする請求項８又は９に記載の画像処理方法。
【請求項１１】
　前記第２の生成工程では更に、前記差分画像フレームを用いて、前記第２の画像フレー
ムの高周波成分が強調された高周波サブフレームを生成し、
　前記出力工程では、前記低周波サブフレームと、前記高周波サブフレームと、を切り替
えて出力することを特徴とする請求項８乃至１０の何れか１項に記載の画像処理方法。
【請求項１２】
　更に、
　前記低周波サブフレームの画素値が許容範囲を超えているか否かを判断する判断工程と
、
　前記判断工程で、前記低周波サブフレームの画素値が前記許容範囲を超えていると判断
した場合には、該画素値が該許容範囲内に収まるように該画素値を補正する補正工程と
　を備えることを特徴とする請求項８乃至１１の何れか１項に記載の画像処理方法。
【請求項１３】
　コンピュータを請求項１乃至７の何れか１項に記載の画像処理装置の各手段として機能
させるためのコンピュータプログラム。
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